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現時点における各取組状況および共有情報の位置付け等 一覧

2



兵庫県域メディア連携協議会の参加
機関の取組
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神⼾新聞 防災新聞
２００５年〜 現在⽉１回
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２０２２．５．１６

• 豊岡・港地区

• 氾濫繰り返した円山川

• 住宅地を蛇行、２０年かけ改修

• 津波警戒、要援護者支援が課題
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取組番号：
６、１２、
１６、２２



２０２２．７．１８

• 明石・魚住地区

• ため池２０カ所、豪雨に危機感

• 兵庫のため池 全国最多
６０２７カ所で人的被害の恐れ
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取組番号：
６、１２、
１６、２２



２０２２．９．１９

• 淡路 興隆寺地区

• 過去の台風で「陸の孤島」に

• 住⺠５２人、孤⽴対策

• 孤⽴可能性、兵庫は４１５集落
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取組番号：
６、１２、
１６、２２



台風１４号
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取組番号：
１６、２２
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取組番号：
１６、２２
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取組番号：
６、１２、
１６、２２



■「地図から選ぶ」

■｢画像から選ぶ｣

■個別箇所の画面

問合せ先：兵庫県 土木部 河川整備課 企画防災班
TEL : 078-362-3531  E-mail : kasenseibika@pref.hyogo.lg.jp

  ←ｽﾏｰﾄﾌｫﾝからもご覧になれます

 兵庫県河川ライブカメラシステム(https://hyogo.kasenkanshi.info/)では、河川ラ
イブカメラ画像を134箇所(R3.4)から332箇所(R4.4)に増やすとともに、｢地図から選
ぶ｣｢画像から選ぶ｣など操作性に配慮した画面にリニューアルしました。
 また、国⼟交通省の協⼒のもと、川の防災情報(https://www.river.go.jp/)でも県管
理カメラ画像を⾒ることができるようになりました。

兵庫県河川ライブカメラシステム
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取組番号：
１，１６

mailto:kasenseibika@pref.hyogo.lg.jp
https://hyogo.kasenkanshi.info/
https://www.river.go.jp/
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神⼾地⽅気象台

兵庫県域メディア連携協議会

防災気象情報の改善

１．キキクル「⿊」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合

2．線状降⽔帯による⼤⾬の可能性を半⽇前からお伝えします

主な取組の紹介
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2

１．キキクル「⿊」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合

質問１）キキクル「⿊」が表⽰されていなければ災害は発⽣しないの︖
⇒そうではありません。「⿊」は、⼤⾬による災害がすでに発⽣している可能性が⾼い状況であり、災害が発⽣する前にいつも出現するとは限りません。この
ため、「⿊」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが極めて重要です。

質問２）市町村から発令される避難情報とどう違うの︖
⇒市町村から避難情報が発令された際には速やかに避難⾏動をとってください。⼀⽅で、多くの場合、防災気象情報は⾃治体が発令する避難指⽰等
よりも先に発表されます。このため、危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する紫や⾼齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に
相当する⾚⾊が出現した際には、避難指⽰等が発令されていなくても、⾃主的に避難の判断をすることが重要です。

警戒レベル４に相当するキキクル（危険度分布）は紫です

これまでの
キキクルの色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

⻩色 ２相当

白(⽔⾊) ー

キキクルの色 警戒レベル

⿊
災害切迫 ５相当

紫
危険 ４相当

赤
警戒 ３相当

⻩色
注意 ２相当

白(⽔⾊)
今後の情報等に留意

ー

これまでのキキクル

特別警報基準値
超過を「⿊」で表⽰

警戒レベル4
の「紫」と⼀致

令和４年6⽉30⽇開始
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取組番号：
１，７，１９



3

土砂キキクル 浸水キキクル

洪水キキクル

「警戒」（⾚）、「注意」（⻩⾊）、「今後の情報等に留意」（無⾊）については変更なし。

「災害切迫」（⿊）は、土砂災害がすでに発⽣している可能性が
⾼い状況であり、土砂災害が発⽣する前にいつも出現するとは限
らない。このため、 「災害切迫」（⿊） を待つことなく、「危険」
（紫）が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが
極めて重要である。

１．キキクル「⿊」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合 令和４年6⽉30⽇開始

新潟県 胎内市、村上市、関川村 付近
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取組番号：
１，７，１９



4

2．線状降水帯による⼤⾬の可能性を半⽇前からお伝えします

・線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

・線状降水帯の雨域を表示

令和４年６⽉1⽇開始
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取組番号：
１，７，１９



【ご紹介】マイ・タイムライン作成支援ツール（猪名川河川事務所版）

１．マイ・タイムライン作成支援動画

動画１：マイ・タイムラインを知ろう。

動画２：猪名川の水害を知る

動画３：島の内地区を知る

動画４：マイ避難カードを作ってみよう！

動画５：マイ・タイムラインを作ってみよう！

動画６：より詳しい情報を知ろう！

２．マイ・タイムライン講習会資料

３．マイ避難カード及び記入例

４．マイ・タイムラインシート及び記入例

５．マイ・タイムラインシール

「マイ・タイムラインシート」

「マイ・タイムラインシール

「マイ避難カード」

「支援動画

①動画を見る ②作成のポイントを確認 ③マイ・タイムライン作成

資料を準備して、
動画を視聴します。

作成のポイントを確認ながら、
マイ・タイムラインを作成します。

作成のポイントを確認ながら、
近所や自治会などの会合で
一緒に作成します。

作成のポイント
（考えるポイント）
を事前に確認

個
人
や
家
族
で

作
成
す
る
場
合

講
師
と
し
て

支
援
す
る
場
合

どの状況でもご活用できます

個人で作りたい 家族で作りたい

近所や自治会、
自主防災組織で

作りたい

○ 今年度、猪名川河川事務所では、気候変動に伴う水災害リスクの増大から人命を
守るために、住民一人ひとりが避難場所等への避難や垂直避難などの屋内避難、自
宅以外の安全な親戚・知人宅への避難等において、的確なタイミングで選択できる
よう住民一人ひとりの防災行動をあらかじめ定める『マイ・タイムライン作成の手
引き』や『マイ・タイムライン作成支援ツール』を作成しました。

①マイ・タイムライン作成支援動画の構成等 ②活用事例

2022年12月9日 猪名川河川事務所

※手引き等につきましては今年度内に事務所HPに掲載したのち、記者発表を予定しています。
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⑨地区の状況を踏まえた危険情報の連絡

「川の防災情報」により、水害リスクについて情報提供を行っている。（水害リスクライン）
円山川の水害リスクライン（危険度レベル表示）は、下流部の無堤地区においても、堤防がＨＷＬの高さ

を満たしている地区同様、避難のためのリードタイムを設定することから、避難判断水位が低め（安全側）
の設定となる。そのため、洪水予報レベルではない低い水位でも浸水被害が発生する地区があるため、
自治体を通じて対象地区毎に危険情報を適時的確に連絡し、安全確保に努めている。

※対象区間： 円山川下流0.2ｋ～8.8ｋ、円山川上流22.8ｋ～24.0ｋ
今後も、「地域性や被害特性を踏まえた避難の準備・行動を促す情報提供方法の検証と改良」を行う。

左岸0.8k

右岸2.8k

左岸1.0k

右岸1.4k

左右岸で警戒
レベルが違う

左岸4.2k

2021/8/14 12:00の水害リスクライン

左岸0.8ｋ

円山川

左岸4.2kの現況の堤防状況

左岸0.8kの現況の堤防状況

左岸4.2ｋ
円山川
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⑬住民ワークショップによる防災啓発の取組

平成29年度より、豊岡市が防災に関する住民ワークショップ
を開催。「地域防災活動の手引き」作成に当たっては、水位情
報提供を盛り込む等、地域住民の防災支援に取り組んでいる。

『令和4年9月3日港地区住民ワークショップ開催状況』

『地域防災活動の手引き』 『これまでの実施状況』

１２地区＋２地区／全29地区

『防災に資する情報提供』

合橋地区開催（後日、記者発表予定）
日時：令和4年12月17日、9時30分～
場所：但東健康福祉センター2階
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⑯避難情報入手のための周知チラシ作成

国土交通省で公表している「川の防災情報」や事務所で運営しているTwitter等を周知するためのリーフ
レットやポスターを２種類作成。
デザインは、目を引きインパクトのあるフレーズで、記憶に残るような構成。

リーフレットは、防災学習会や防災教育実施時の豊岡市内の全幼稚園・認定保育園、小中学生、住民
ワークショップ、関係行政機関へ配付など、多くの機会・場において周知。

自ら避難の情報を収集することができることを知ってもらうことで、防災啓発の相乗効果を期待。

表 裏

『リーフレットの内容』

表 裏
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⑲防災教育教材、防災啓発資料の作成

令和３年度作成

（幼稚園・保育園向け学習教材）

授業テーマとねらい

テーマ１

テーマ２

テーマ３

「洪水について理解する」

「雨の恵みについて知る」

「家族や先生の言うことを
良く聞く」

「写真やイラストを多用した教材」

平成29年度～令和元年度作成 令和２年度作成

『防災授業教材を使用した園、学校からのご意見』

・動画や○×クイズ等で、幼児が理解、興味を持ち易い
ように工夫されていた。

・学年の発達に応じた内容になっており、児童には分か
りやすい防災資料となっていた。

『R4年度の学習教材活用実態』
・豊岡市内の小学校25校中、25校で活用
・豊岡市内の中学校9校中、9校で活用
・豊岡市内の幼稚園、保育所

38施設中、36施設で活用

令和４年度作成（一般・防災リーダ向け防災啓発支援資料）

「避難情報と そのときの行動」 編

「防災マップ」 編

「マイ避難カード」 編

「土砂災害を知る」 編

「防災情報収集」 編

「避難支援」 編 等

平成29年度から義務教育生徒向けから大人向けの啓発資料を作成し、全ての年代の防災力向上を図る。
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㉖住民自らが考え実践する防災活動報告会の開催

【共催】・豊岡市、兵庫県但馬県民局、国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所

平成25年度より、一般住民を対象とした防災学習会を開催。令和2年度からは、コロナ禍に配慮してSNS
を活用した開催方法を採用し、流域を越えた防災啓発情報を発信。

『YouTube配信の様子』

今年度の防災学習会では、新たな取り組みとして1ヶ月間

の見逃し配信を実施し、より多くの地域住民が防災学習
会を視聴できる内容とした。

・配信期間：10月22日（土）～11月22日（火）
・総視聴回数：403回（11月16日時点）

『参加者の感想』
・行政以外の取り組みを知ることができ、とても良かった。
・防災学習会が継続して毎年開催されていることに敬意を表します。防災意識の向上が感じられます。

『各発表への講評』『防災の取り組み事例の発表』

豊岡市高校生ボランティア
つながり隊

コミュニティなかすじ
タカの目 助け合い部

兵庫県防災士会
但馬エリア 豊岡ブロック

東京大学大学院 情報学環
特任教授

片田 敏孝 先生
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㉜地域の防災リーダー育成に向けた防災士会との連携

『記念事業の様子』

「ＮＰＯ法人 兵庫県防災士会 但馬エリア 豊岡ブロック 設立10周年記念事業」における講演。

地域の防災リーダーである防災士に対し、平成１６年台風２３号水害からの河川整備の取組を「円山川に
おけるこれまでの防災対策について」と題して紹介。

東京大学大学院 情報学環 特任教授
片田 敏孝 先生

開会式

兵庫県防災士会
但馬エリア 豊岡ブロック

豊岡市長による講演
「豊岡市による防災策」

事務所長「円山川におけるこれまでの防災
対策」を講演

防災士「兵庫県防災士会但馬エリア
豊岡ブロック10年の歩み」を報告

講演内容

・円山川の概要・過去の水害
・河川激甚災害対策特別緊急事業
・河川整備計画
・環境事業
・円山川流域治水プロジェクト
・（参考）道路事業

開催日：
令和4年10月22日（土）

参加機関：
・兵庫県防災士会
但馬エリア豊岡ブロック

・豊岡市
・兵庫県但馬県民局
・国土交通省

近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所
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⑫⑲ 水害リスク情報の充実を図るための水害リスクマップの作成

○従来の水害ハザードマップに加えて、浸水範囲と浸水頻度の関係をわかりやすく図示した「水害リスクマップ（浸水頻度図）」を
新たに整備し、水害リスク情報の充実を図り、防災・減災のための土地利用等を促進。

多段階の浸水想定区域図を用いた危険浸水深の発生しすさの評価

〇水害リスク情報の充実（水害リスクマップの概要）

出典：国交省「別添２：水災害リスクを踏まえた防災まちづくりのガイドライン（概要版）」より抜粋

姫路河川国道事務所
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〇水害リスクマップの作成状況
○加古川水系、揖保川水系、円山川水系、猪名川水系において、現在の水害リスクと今後実施する河川整備の効果を反映した
将来の水害リスクを提示する「水害リスクマップ」を作成中。

加古川水系リスクマップ【短期河道】 揖保川水系リスクマップ【短期河道】

【国土交通省としての
取組（R4）】

 全国109の一級水

系において、外水氾
濫を対象とした水害
リスクマップの作成
を完了させる。

 先行して、特定都市
河川や水災害リス
クを踏まえた防災ま
ちづくりに取り組む
地区において、内水
も考慮した水害リス
クマップを作成。

姫路河川国道事務所⑫⑲ 水害リスク情報の充実を図るための水害リスクマップの作成
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⑥⑫⑲30 メディア機関と連携した体験型防災学習

○ 7月1日姫路市網干小学校の授業の一環で、姫路市危機管理室及びNHK神戸放送局とともに、体験型防災学習を実施した。

○ 姫路河川国道事務所からは、災害対策本部車・照明車を使用した乗車体験や、洪水時に網干小学校周辺がどれくらいの浸水

被害となるか、揖保川のマイクロモデル（模型）で実演などを行った。

〇網干小学校 体験型防災学習

マイクロモデルで小学校付近の浸水状況を確認
（姫路河川国道事務所）

体験授業の前に避難について勉強
（姫路河川国道事務所）

災害対策本部車と照明車の説明
（姫路河川国道事務所）

土嚢づくり体験
（姫路市）

・今回の話を聞いて、「災害が起こった時の事前準備や避難のタイミングな
どを知れてよかったです」と避難に対して理解してもらうことが出来ました。

防災授業で学んだ感想

◯ ⽇ 時︓令和４年７⽉１⽇（⾦）
9︓30〜11︓30

◯ 場 所︓姫路市⽴網⼲⼩学校

◯ 参加機関︓姫路市⽴網⼲⼩学校 ４年⽣（８7名)
姫路河川国道事務所 調査課・防災課
姫路市危機管理室
NHK神⼾放送局

ポシェット作り体験
（NHK）

姫路河川国道事務所

〇マイクロモデルによる浸水被害の実演

〇災対⾞・照明⾞の説明

〇その他企画
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